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1888年､バイェ l)ンキ氏がマメ科の根粒菌の純粋分離

に成功し､ワル ト氏か接連によって根粒の形成を確証し

て以来､マメ科借物或は緑肥rf物に対する根粒菌の実地

利鞘の問題は農学者､栽培学者の注目する所となり現在

ではマメ科作物に対する根粒菌の接陸はそれ等の収量の

増加及び品質の向上に著Lv,影響を与えるものとして注

ElされてV,る｡

林業では根粒菌の問題は従来殆んど考慮されずに過ご

されてきたが1953年以降､植村誠次氏が2-3マメ科肥料

木の純粋分離培養菌の接匪試験を実施しその接種効果が

経済的に多大の利益をもたらす事実を証明したのでマメ

科樹木根粒菌の利用もまた多大の関心を呼ぶようになっ

てきた｡

IFd近､日本では-ゲ山､やせ地等に点ける短伐期林業

の経済的対象樹種として アカシア属の樹 種特にアカシ

ア ･モ リシマが有望視されてV,る0本樹は沖縄では1939

年末頃初めて導入された模様であり以来､小親横に試値

されてV,るが今後の造林樹種として い卦検討の価値があ

るものとみなされてV,るo

以上記した諸点につVlて多くの示唆を受けたのでアカ

シア ･モ I)シマに対する根粒菌の藤子按建託敵を実施し

た所､かなりその効果が見受けられたので大要を紹介 し

参考に供 したい｡

試 験 の方 法

本試験は琉大林業試験場石蟹試験地で行なった｡土壌

(4)

は箭3紀層泥死者を基石とした埴土(粘土､ジャーjj',.,)

で､分析結果は尊顔 (欠く)燐酸 (頗る富む)加盟 (僅

かに含む)で燐酸吸収係数500以下､pH68-7.Oゎ偵

を示した｡土壌採収個所周辺は戦前迄畑であったが撒後

はflJ用されずススキ､チガヤ等が生育しアカシア ･モ リ

シマと同一の交互接班群に屈する植物 (カウピー､アズ

千.落花生､クズ､-ギ､エ-シダ､ネムノキ)は生育し

てV'なvloつまり土壌中にはアカシア ･モ リシマの偵粒

菌の分布は不 I.卦か或は否定されるのではないかと判断

された｡植木鉢は径約20cmの,軽焼であl)約二kgあて土

壌 (石ころ､根その他吏ざり物を除く為､ふるいにかけ

た)を入れた｡試験区は ①無施肥無接博区 ⑨施肥撫

技障区 ⑨無施肥接種区 ㊨施肥接静区の4区とし各区

共10鉢あて使用した｡なお､施肥区の各鉢に対してはそ

れぞれ､混合肥料 20g(硫安､過石､硫酸 加里 それぞ

れ､1.･4:2の割合)を施した｡柾-fはJJ(浸2時間後､70-

80oCD熱湯に入れ約30分 間かきまわした律､冷水に浸

液させ冷めてから気乾したO 接博区の椅子は同様､発

芽促進処理後､試験管培養根粒菌の接嘘を行V,日かげで

半乾きさせた｡

播種ZETL-は各鉢いずれも20粒あてとして1961年5月5日播V,

た｡日中は日おV'をかけ､夜間は坂 除V,た｡雨天とそ

の前彼を除き､毎日鉢表土面に1平方米当り5-1〔mm

程 度離 水した｡6月15日､発芽人 数10人未満の各鉢を除

き他の玉村ま10本あて頻し間 引した｡数 剛こII.り適宜除



草し6月27日､薬剤散布(嗣水銀剤ボル ドー液､水18や･.に

7LIL45g)を実施､10月17H､n患V,を除 去したo

試験 の成績

10月19r7､J'ft試験区の標輩的な了古木の牲市状態を示し

たのか/lJ)'rj''･L'l:である012月に入ると､施肥接博区の苗

木は､r司 ･鍬jjに忠V,て各仰柵 か I.分に4-･,Lffするために

は限非に止したように思わtlたので､12)116口､ひとま

ず試験をi川]ることとし､ThL木の凋1滴甘茶を尖勉､その

結果は次火の通 りであった0本神文の資料から施肥､接

種が7カyj'･モ 1)シマの苗木成長に及ぼす効用につい

で考祭を進める*Jはまだ小 1分ではあるが一応'1ilfられた

計測結月!･から判断してみると接秤区の苗木は撫接樺区の

市木に比仮して､軽施肥､施肥のV,かんに拘らず苗高､

根元径､絹!-.t､根粒llJI生数等のそれぞれ､1本あたり平

均flftが多V' 即ち接稚区の笛木は成長が勝れ特に施肥技

師rX-_ので古木は他の3試験 区の行間木に比載して最も良

好な_4:.ll:を示してV,るOなお､試験結果か ら本土壌中

に33･ける根粒筒の分n-は皆雛に近い窮か推定されるの

で､少な くともこの様 な物好で7カシrr･モ リシマそ

の他アカシアIj(Jの育前､造林をlt施するi;ii･合､根粍蘭の接

軒は適､L'(な施肥と肘こ絶朴ujlの条件とみなされるべき

であろう｡

お わ リ に

段票に怠け る これまでの^T_増益根粒菌の接博効果

は､Jif,'に必ずしも良好に]=JILわれるとは限らず､平Y,･)して

大体8000'内外の良効果が報告されてVtるが､マメ科作物

に此概して種 の々点で一同複碓性が考えられるマメ科樹

木に対す る根粒蘭の接稀は､まだ一般に普及してこおら

ず､むしろ読取の段肝であり､さらに-･胴の研究を要す

るが､その反面マメ科作物にはilJl持しえられないほどの

接種効果があるのではないかと考えられる｡
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アカシア･モリシマ根Bl薗接種試巌結果表

マメ科作物に升する根粒菌人工接博の必安なる場合と

してフレッド氏その他は次の3項目を挙げてV,る｡1_)

かつて同椛､または交互控除群の1_博か裁楢されていな

い場合 2)土壌か著しく酸性を示す域分 :i)jj'効菌

株が土だ接挿された例のない土壌o

これ等のことは､豆科倒木の場合にも上L/T黙考艦される

べきことであり､特に豆科樹木の多くは一般に農地のそ

れに比べて物制 勺､化学的､徽/生物的に立地条件のきわ

めて悪V,場所-こ播経文は植栽されろ場合が多いので､根

粒菌の接秤は一･掛と､蟹と考えられる. (大宜味朝栄)

(5)


